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88 (166) 第 100巻第2号
もつ急進派が9C年代後半よりあらわれ，やがてローザ・ノレクセyプノレグを中心とするグ
ノレープとして結集した。その最初のひ正りである AlexanderIsrael Helphand (通称
パノレヴ.r.Parvus)をとり上げて，かれにおけるマノレグス主義の思想的特質を解明する
ことが，本報告の意図する所である。
パルヴスは， ドイツ社会民主党の上にのベた両派をともにオポチュニズムとして批判
するのだが，その際かれの歴史認識の根底にはl それぞれの民族国家のワクをこえて発
展するー全体としての世界資本主義論がある。すなわち諸資本主義は世界市場の中でひ
とつの統一体にくみこまれて発展しようとする傾向がある。先進資本主義州是進国と接
触する過程で後進国の工業を開発し，それがつぎつぎと地表上のあらゆる部分に拡大じ
てゆくとし寸形で，世界資本主義が発展するものと考えられて、いもしかし世界資本主
義の」の自然的律動は，在民族国家の政治的伝統の圧力によって阻害されるのである。
つまり単一世界市場における各国の経済的平準化，た上えIi'工業化に伴う襲物価格の高
騰と，後進国との接触によるその低廉化・平均化に対して，保護関税が人為的に高い穀
価を維持しようとする圧力が加わる。それによって世界市場は不自然に狭溢化するため，
それ壱暴力的に拡大しようとしてさらに植民地獲得政策が展開されることになる。かく
て資本主義列強の植民地をめぐる衝突か激化する。しかしバルヴスによzと世界政治の
矛盾の焦点は，西ヨーロッパでなくむし奇ロシアにありた。かれは世界革命の発火点と
してのロシアを，だれよりも早く予想し，かっそこでの革命の組j織論としての『労働者
民主主義J，rアルパイター・レーテ』を提案したのであった。こうしてバルヴスにおけ
る革命思想は，抽象概念としての世界資本主義論と，そこからの政治的帰結としての P
シア革命とによって，その特殊性壱把握することができるのである。
4. イギワス産業革命期における工場体制←ーイギリス紡績業における
hierarchyの再編について一一『
京都大学教授 堀江英一氏
(木誌掲載の予定)
